
























































































































































































































































項 目 介 護 者
A B C D E F G
被介護者 年 齢 81 78 74 91 66 92 94
性 別 男 男 男 女 男 女 女
症 状 ALS 脳梗塞.麻痔 脳出血.麻痔 脳梗塞.失語 脳梗塞一麻痔 大腿骨骨折 慢性関節リウマチ
自 立 度 C2 C1 B2 A2 C2 B C2
痴 呆 度 Ⅰ Ⅳ Ⅱb Ⅲb Ⅲb Ⅰ Ⅲb
要介護度 5 5 4 3 5 3 5
介護者 年 齢 47 78 70 68 62 73 52
被介護者との続柄 嫁 妻 秦 嫁 秦 長女 次女
介護年数 3年 9年 13年 1年6ケ月 6年 1年 6年
職 業 なし なし なし なし なし 教師 会社員
介護による退職 あり(バイト) なし なし なし なし なし なし
介護時間/日 23-24H 24H 5H 21-24H 24H 24H 24H
介護での睡眠中断 あり(3回) 時々 あり(ZHオキ) あり(2-3回) あり(1-2オキ) 時々 あり(2-3回)
介護を支えてくれる 3 0 1 3 0 0 2
人数(続柄)公的サービス利用:デイケア (義母,長男,次女) (息子)2回/W (息子,義妹,義弟の嫁) 3回/W 2回/W (兄,柿)
:ショー トステイ - -- 5回/M - 1回/M
:ヘルパー 5回/W - - 4回/W 2回/W - 5回/W
:訪問看護 3回/W 2回/W 1回/W 1回/W 1回/W 2回/W 6回/W
表2 継続理由
項 目 A B C D E F G
① 愛情 .家族のきずな ○◎○◎○○○
@ 義務感 ◎ △○･■-･-○ ･-ー
㊨ 他に介護者がいない ○○ ---◎-
宗教的理由個人㊨ ○ △ △ - △ - -
⑦ 被介護者が良くなると信じている - --○○ ･-- -
⑧ 被介護者の健康 ○-◎○ - - △
⑨ 資源の不足 ○○○ - -⑲ 家族 伝統 - -
⑪ 他者を助けたいという思い ○ -○ - - - -
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D.お互いを尊重 し合 って楽 しく C.二人なら出来ないことも､孫や家族が
過 ごしてきた いるか ら (出来る)
尊重 助け合い
D. 19年一緒で､友達の よ う に G.家族一緒に暮 らさないと落ち着かない
娘のようにしてた親密性 一体感
(2) 介護者の精神的背景
B.授けられた仕事 と思 う Z=A.やは り長男の嫁です ものね
B.私がせねばいけん とい う気持ち B.私が (主人の)親 も看てきとるから
｢看るのが当然 とい う?｣-はい､昔か らです
同情 恩義
D.3ケ月 ごとに病院を変わるのはかわいそ う F.70年間､母がものす ごく私の事を
E.かわいそ うつてい う気持ち､病院から病院 してくれたから (介護者は実娘)
(3) 被介護者の状態
ノ【J
｢訂 輝 与豪農詣 撃盲管震晶 間 を喜びに感 じて f
(4) ソーシャルサポー ト (私的サポー ト)
A)情緒的サポー ト るl
身内呂:霊を㌫雷撃 く(莞誉n(笠警L息子' F T S慧雷富合やかな一言 l
D.話を聞いてくれる(自分の姉妹や介護をしてきた友人) l
B.介護のつ らさやえらさは介護 している人にしか分か らないと話すC うち解けて話を出来る ≡:霊誓空男呈妄 くれる l
d)周辺的道具サポー ト軒 嘉 寒害妄言孟紺 克
F 露 琶苦 言 粁 いことは教えて lrT 譲 書誓書士､ああする こ うすると











郎 燕 詣 詳言£砦駆け-けて.くれる l D.描 黙 蟻 か の
｢プ協二品妄言｢ ｢て ‰ ㌧需 10が一番辛いので (助かる) I
(5) 介護者の個人的理由
(6) 被介護者の反応











































































































項 目 A B C D E F G
Lp ふ,ク¢ ○ ◎○○-○の が7第 つた
早 今後の生き方について考えるよ○ ㊨-○ -
@ うになった ○ ○ ◎○人間理解が深まった
㊨ 介護の知識や技術が身に付いた ○○◎○○◎○
⑤ 家族の秤が深まった ◎◎○◎◎○-











主介護者 家族F 讃 黒 規 に粋が竺まれた L
｢ 至轍 モU P.要言髪と､るからl慨 恕 呈 岩 ;､うところではL
r{ 濫 読 判的だった娘が今は味可｢ 琵 誓ぞ克La,of,やんの所に来て I
FTT*雲書琴がいざとい うときには助けてEP二宮照 禦 苧寛讐㌣.:.Tくれるl F 願 fT=6.夫婦二人の関わ りがl被介護者
(2) 内省 ･認識の変化
ノ■
介護態度-の反省C.ついカツとなることもあるけど､後で自分を責めたり反省す oE (体調が悪いと)平常心でいられず当たるこ もあるo 価値観の変化FT 曇章票叛 意ぞ準 を押す F翫 華 照 吾嘉撃苛真 一
(3) 介護技術 ･知識の会得
施設等に関する知識








(4) 周囲の人 との関係性の深まり 介護をする友人 とB.お許を聞いたりこちらにいい事は教えてあげたりD 人の出来ないことをして自分の勉強に り､知っている事を話すことでみんなの勉強にもなる
介護者が癒される機会
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Home caregivers of the elderly: their motivation and
positive feedback in caregiving
Mayumi TAKAHARA, Yoshimi HYOD01)
Abstract
Seven home caregivers of the elderly were interviewed using questionnaires in
two aspects; i.e. motivation to continue the care and positive feedback from the
care itself. In particular, we focused on how these two aspects improve the qual-
ity of lives (QOL) of caregivers and the elderly. In terms of motivation, the affec-
tion and family bond are the most important factors and that deterioration of the
elderly often make the caregivers to discontinue the care at home. Traditional
view and gender roles based on the Japanese patriarchy have strong influence on
the sense of obligation. Wish to be cared from the elderly in the early stage of
the care and religious influence are not sources of strong motivations to continue.
Two daughters-in laws who felt the feedback from the care have higher motiva-
tion, suggesting that positive recognition that the care gives a worthwhile experi-
ence, possibly provides a motivation for the care.
Key Words: home caregivers, the elderly, motivation, feedback in caregiving
Kagawa University Hospital
1) Department of Nursing, Faculty of Health Sciences, Okayama University Medical
-155-
